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をおこなった。その結果，いずれも 25℃から 10℃への海水温の低下により，32 - 63 日でス
トロビレーションを開始した。 
 
第 2 章 differential display 法による変態関連遺伝子の探索 
一般に，ある現象の前後で発現量が変動する遺伝子は，その現象と深く関連しているこ
とが期待される。そこで，ポリプとストロビラの間で発現量に差がある遺伝子群を探索す
るため，differential display をおこなった。その結果，1 個のポリプ特異的遺伝子(P3)と 4 個
のストロビラ特異的遺伝子(S1, S2, S3, S4)が見出された。このうち，ストロビラ特異的遺伝





第 3 章 transcriptome 解析による変態関連遺伝子の探索 
 ポリプとストロビラについて，次世代シーケンサーを用いた transcriptome 解析をおこな
った。assembly の結果，合計 48,925 種の mRNA の塩基配列を得た。このデータを用いて，
 
リソソーム加水分解酵素遺伝子の網羅的探索をおこなった結果，新たに arylsulfatase B 
(ARSB)をストロビラ特異的遺伝子として同定した。AGA と ARSB はプロテオグリカンの
分解を触媒するので，ストロビレーション中に細胞外マトリクスを分解して変態に必要な
生体成分をリサイクルする経路が活発になっている可能性が示唆された。一方，分泌タン
パク質遺伝子の網羅的解析の結果，第 2 章で見出されたポリプ特異的遺伝子 P3 に加えて，
P3 と相同性の高いストロビラ特異的遺伝子 P3-like を見出した。P3 と P3-like はいずれも分
泌タンパクをコードし，お互いよく似たアミノ酸配列を持ちながらも発現パターンが相補
的であったことから，全く反対の生理活性を分担しあう分泌タンパクファミリーと考えら
れた。 
 
 本研究では，ストロビレーションの分子機構解明を目標として，研究の基盤整備から始
めて，ストロビレーション中に発現変動する遺伝子群を網羅的に同定した。その過程でス
トロビレーションとリソソーム活動の関連性を見出した。また，分泌タンパクの網羅的解
析では，ストロビレーション中に相補的に発現する新規の分泌タンパク質ファミリーの発
見に至った。このように，本論文は新規で有益な知見を多く含み，これらの知見や研究基
盤に基づいて，ストロビレーションの研究が分子レベル・細胞レベルで発展するものと期
待される。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
